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９
月
24
・
25
日
、
あ
わ
く
ら
会
館
に

お
い
て
第
12
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
（
日
）
の
式
典
で
は
米
寿
者
・

満
90
歳
の
方
等
へ
の
表
彰
状
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。（
表
彰
者
別
表
の
と
お

り
）

　

式
典
終
了
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

部
へ
と
移
り
、
威
徳
天
満
宮
の
引
谷
獅

子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
を
皮
切
り

に
、
西
粟
倉
小
学
校
児
童
の
合
唱
・
あ

わ
く
ら
太
鼓
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
文
化

協
会
各
サ
ー
ク
ル
の
他
、
手
品
、
詩
吟

の
個
人
出
演
発
表
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
コ
ー
ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
の
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、

大
い
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
や

村
内
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示
の

他
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
作
揃
い
の

作
品
が
会
場
を
飾
り
ま
し
た
。
茶
道
や

囲
碁
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
各
団
体

が
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
の
会
場
で
は
村
内
の
各
種

団
体
が
出
店
し
た
テ
ン
ト
村
が
で
き
、

焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
、
き
な

こ
パ
ン
な
ど
の
販
売
も
行
い
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の

村
民
が
楽
し
い
秋
の
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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地区名 氏名
塩谷 西岡　龍子
影石 福井　つやこ
下土居 河野　公
影石 萩原　敏郎
中土居 國里　和夫
大茅 萩原　千代子
中土居 國里　治子
大茅 金田　玉男
大茅 金田　悦子
猪之部 河野　さちこ
坂根 田村　はるよ
大茅 萩原　静子
別府 道上　はる子
別府 福島　花子
坂根 金子　今江
影石 萩原　賢二

地区名 氏　　名
大茅 萩原　たけの
谷口 上野　定代
下土居 河野　政幸
引谷 平田　富美子
大茅 矢部　千代惠
影石 福島　安惠
大茅 宮﨑　喜美枝
大茅 萩原　かつの
大茅 金田　智惠子
別府 青木　さち子
影石 萩原　政子
猪之部 延東　理子
別府 青木　みさゑ
坂根 田村　豊
引谷 青木　菅夫
下土居 小松　つや子
坂根 太田　惠美子
塩谷 矢代　清子
筏津 髙木　勝
塩谷 新田　祝子

地区名 氏　　名 表彰の種類
谷口 中島　智宏 自立更正
別府 白岩　康憲 家族援護者

米寿を迎えられた方
（昭和２年９月１６日

　　　～昭和３年９月１５日生まれ）

身体障害者福祉協会長表彰を受けられた方

頌徳状を受けられた方
（満年齢 90歳到達者）

地区名 氏　　名 表彰の種類
猪之部 政久　利江 家族介護
引谷 乾　　龍市 自立更正
谷口 政久　美 子 自立更正

村長表彰を受けられた方

地区名 氏　　名 表彰の種類
坂根 釡本　民代 優良会員
引谷 平田　むつみ 家族介護

老人クラブ連合会長表彰を受けられた方

地区名 氏　　名 ご結婚された日

別府
青木　美明

昭和 41年 3月 19日
青木　美和子

筏津
金澤　利男

昭和 41年 3月 25日
金澤　由美子

金婚を迎えられた方

地区名 氏　　名
別府 國里　都代子
大茅 萩原　佳代子
大茅 上山　完治
別府 福井　嘉代子
塩谷 新田　春子

8020 運動表彰を受けられた方
（80歳以上で歯が 20本以上ある方）
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投票日は、　１０月２３日（日）です。
投票時間は、午前７時～午後６時まで、
投票場所は、いきいきふれあいセンターです。

不在者投票について
　選挙期間中、村外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村の選挙管理委員会で不在者投票がで
きます。事前に申請等が必要になりますので、余裕をもって手続きをしてください。

※問い合わせ先：西粟倉村選挙管理委員会（役場総務企画課内） 電話２７９- ２１１１

※投票所入場券 ( はがき形式 ) をご持参ください。

期日前投票ができます
期日前投票期間：１０月７日（金）から１０月２２日（土）まで
期日前投票時間：午前８時３０分～午後８時まで
期日前投票場所：西粟倉村役場
　　　※投票所入場券 ( はがき形式 ) 裏の期日前投票宣誓書に記入の上、ご持参ください。

　今回の基幹施設整備期間を通して重要視している
ことがあります。それは、わたしたちの先祖が次代
のためにと育ててきた村の木をどう活かして、建設
していくかということです。

　図に示したように、一般的な公共事業スケジュー
ルでは、多くの内容を年度内に行う必要があります。
そのため、設計などの調整に数ヶ月かかってしまう
と工事期間が半年しか残らず、すぐに材料調達でき
る既製品に頼らざるを得ません。
　ご存じのとおり、木を使うとなると、山から出す
→選ぶ→製材→乾燥→仕上げなど、多くの過程を経
る必要があり、短期間で用意することはとても難し
いことです。まして、西粟倉村の材にこだわるなら
なおさらです。
　今回の基幹施設整備では，村の材を活用するため、
材料調達と工事を分離する方式をとり、かつ設計と
材料調達を前年度に行うことで、村の材を可能な限
り使った基幹施設整備を行いたいと考えています。
　それには百年の森林事業で積み重ねて来た山林の
情報、必要な木を出していく仕組み、山からの木を
効率的に分別し、製品にしていく仕組みなど、この
１０年で村が積み重ねて来たノウハウが活かされま
す。
　現在、山から調達する段取りのほか、製材・保管
の方法などを関係者が集まり検討を進めています。
　わたしたちの先祖が次代のためにと育てた木が、
来年度は次代を担う子どもたちを育む、子育て支援
の場建設に利用されます。百年の森林の村だからこ
そできる取り組みの初年度として、木材活用の仕組
みも整えています。

　これまで、住宅等小規模な物を除き、公共施設で
は内装以外に木はあまり使われていませんでした。
戦後、大きな建物は非木造でなければならないとい
う、技術的・制度的な制限があったからです。また、
通常公共事業は年度内で処理されることが多いとい
うことも、木材利用が進まない原因の一つです。こ
れには自治体の会計が年度単位であることが大きく
影響しています。

４月

予
算
開
始

設
計
者
選
定

設
計

工
事
業
者
決
定

材
料
調
達

工
事
実
施

完
成

３月
【一般的な公共事業スケジュール】
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☆シートベルト着用調査結果☆

 調査日時：9月 2５日（日）午前 9時３０分～１０時
 調査場所：西粟倉ＩＣ

　９月２１日から３０日にかけて、『秋の交通安全
県民運動』が県下一斉に展開されました。本村でも、
地域の皆さまによる街頭活動や広報車による啓発活
動が実施されました。２５日には西粟倉村交通安全
推進委員の方による恒例のカーブミラー清掃とシー
トベルト着用調査、啓発活動とが行われました。

方面別 通過車両 着用車両 着用率
西粟倉 IC 上り ４７台 ４６台 97.9％
西粟倉 IC 下り ７２台 ７２台 100％
合　計 １１９台 １１８台 99.2％

　また、２１日にはあわくら会館で交通安全法令講
習会を開催しました。
　交通安全に関するＤＶＤを見たり、美作警察署交
通課長から最近起きている事故の話を聞き、交通安
全について改めて考える機会となりました。
　期間中、ご協力いただきました皆さまありがとう
ございました。

　これから秋の行楽シーズンになります。過ごしや
すい気候のため、行楽地へのドライブやレジャーに
出かける方も多いと思います。ちょっとした油断や
不注意で、交通事故を起こしてしまうことがないよ
う十分気をつけましょう。
　また、自転車や歩行者の皆さまはライトを早めに
つけ、夜光反射材を身につけるなど、自分の存在を
しっかりアピールし、交通事故に遭わないようにし
ましょう。

　西粟倉村は成長が見込まれる新事業の創出を促進
することを目的とし、地方創生推進交付金を活用し
た下記事業の募集を開始します。
○対象
　村内に主たる事業所があり、申請時よりさらに売
上を１億円又は雇用を１０人以上増加させ、村の経
済に波及効果を及ぼすことを通じ村内総生産の向上
若しくは雇用環境の改善に貢献するという明確な意
志とビジョンを持っていること。
○内容
　研究開発事業の対象企業へ研究開発業務を委託す
る。
○申請方法　申請書を事務局に提出。
○審査　外部専門家チームにより審査を行う。

○問合せ先
西粟倉村役場産業観光課　0868-79-2111
西粟倉ローカルベンチャー推進協議会事務局
　　　　　　　　エーゼロ（株）　0868-75-3058
○スケジュール
事業説明会　　　　　10月 20日（木）　19時～　
事業計画作成講習会　11月 21日（月）　19時～　
　　　　　　　　　どちらも旧影石小学校にて開催
応募締切　　　　　　11月 30日（水）　
審査会　　　　　　　12月 11日（日）
事業開始　　　　　　1月

※詳細についてはお問い合わせいただくか、事業説
明会へご参加下さい。
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Vol.42

　

実
は
、
こ
れ
は
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
」
と
い
う
虫
に
よ
る
ミ
ズ
ナ
ラ

の
木
へ
の
被
害
で
す
。

　

正
式
に
は
「
ナ
ラ
科
樹
木
萎
凋
病
」

と
呼
ば
れ
、
６
月
下
旬
か
ら
８
月
頃
に

か
け
、
体
長
５
mm
ほ
ど
の
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
（
以
下
「
カ
シ
ナ
ガ
」
と

い
う
）
と
い
う
甲
虫
が
、
ナ
ラ
・
シ
イ
・

カ
シ
類
の
幹
に
穴
を
あ
け
て
侵
入
し
た

際
、
そ
の
体
に
付
着
し
た
ナ
ラ
菌
が
引

き
起
こ
す
伝
染
病
で
す
。
ナ
ラ
菌
に
よ

っ
て
木
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
、
木
は
水

を
吸
い
上
げ
ら
れ
な
く
な
り
急
速
に
枯

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
夏
か
ら
初
秋
に
か

け
て
紅
葉
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ

と
と
、
根
元
に
大
量
の
フ
ラ
ス
（
木
の

粉
）
が
出
て
い
る
こ
と
が
被
害
の
大
き

な
特
徴
で
す
（
一
部
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
引
用
）。

　

岡
山
県
で
は
、
平
成
21
年
に
被
害
が

確
認
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
被
害
は
拡
大

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
は
、
大
変

小
さ
い
虫
で
す
が
、
集
団
で
大
径
木
に

侵
入
し
、、
木
を
枯
ら
せ
て
し
ま
う
現

象
で
す
。
昔
は
、
広
葉
樹
林
が
頻
繁
に

生
活
に
利
用
さ
れ
、
伐
採
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
た
め
、
被
害
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

西
粟
倉
村
で
は
、
大
き
な
ミ
ズ
ナ
ラ

が
500
本
以
上
存
在
し
て
い
る
若
杉
天
然

林
で
、
6
年
前
か
ら
、
樹
幹
に
予
防
の

た
め
の
薬
剤
注
入
を
し
て
お
り
、
被
害

は
ま
ぬ
が
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
、
猪
之
部
地
区
、

引
谷
地
区
な
ど
の
広
葉
樹
林
で
の
被
害

実
は
、
こ
れ
は
「
カ
シ

が
出
現
し
、
徐
々
に
そ
の
範
囲
が
拡
が

っ
て
き
ま
し
た
。

　

県
も
こ
う
し
た
被
害
の
拡
大
を
阻
止

す
る
た
め
、
被
害
木
の
伐
倒
く
ん
蒸
を

行
う
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
自
然
の
ひ
と
つ
の
摂
理
と
い

え
ば
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
木
が
枯
れ
て
い
く
様
子
は
、
心
傷

む
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

西
粟
倉
村
で
は
、
引
き
続
き
、
若
杉

天
然
林
の
保
護
に
努
め
る
ほ
か
、
県
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
周
辺
の
森
林
へ
の

被
害
縮
小
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。　

　

今
、森
林
の
中
で
、

茶
褐
色
に
縮
れ
た
葉

に
覆
わ
れ
た
木
が
点

在
し
て
い
る
状
況

を
、
目
に
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

紅
葉
に
は
ま
だ
早
す

ぎ
る
季
節
。
木
が
茶

色
く
枯
れ
て
い
る
様

子
は
、
非
常
に
違
和

感
が
あ
り
ま
す
。

↑樹幹注入後の検査の様子
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森
林
と
林
業
に
か
か
わ
る

若
手
の
コ
ラ
ム

美
作
東
備
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　

妹せ
の
お尾　

健け
ん
じ司

　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
沢
市
出
身
）

　
「
ク
シ
（
櫛
）」
と
い
え
ば
、「
ツ
ゲ
」

製
と
答
え
る
方
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ツ
ゲ
の
櫛
は
、
上
質
な
櫛
と
し
て

有
名
で
す
。

　

櫛
の
歴
史
は
と
て
も
古
く
、
約
6
千

年
前
の
縄
文
時
代
の
も
の
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
櫛
は
活
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
安
時
代
以
降
は
、
主
に

実
用
的
な
用
途
で
あ
り
、
装
飾
的
な
も

の
は
江
戸
時
代
に
増
え
た
と
い
い
ま

す
。　
　

　

ま
た
、
も
と
も
と
は
、
男
性
の
装
飾

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸
時
代
以

降
は
、
女
性
の
お
守
り
で
あ
り
、
象
徴

的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

ツ
ゲ
の
櫛
は
、
椿
油
を
染
み
こ
ま
せ

て
あ
る
た
め
、
と
く
ほ
ど
に
髪
に
つ
や

が
生
ま
れ
、
ほ
こ
り
も
取
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
静
電
気
が
発
生
し
な
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
。
ひ
と
つ
持
っ
て
い
れ

ば
、
長
く
愛
用
で
き
る
逸
品
で
す
。　

   

私
は
、
昨
年
の
11
月
に
こ
ち
ら
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
西
粟
倉
に
来

た
か
と
い
う
と
、
林
業
の
現
場
の
仕
事

が
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も
と
も
と

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
肉
体

労
働
が
自
分
の
性
に
合
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
趣
味
で
は
登

山
や
釣
り
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
て
、そ
れ
ら
が
両
立
で
き
る
環
境
が
、

こ
こ
に
は
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
に
入
っ
て
最
初
の
３
ヶ
月

間
は
、
調
査
班
で
現
場
の
下
見
、
林
分

調
査
、
測
量
、
現
場
案
内
な
ど
の
仕
事

に
見
習
い
と
し
て
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
は
、
林
産
班
で
搬
出
間
伐

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
林
産
班
の
仕

事
の
お
お
ま
か
な
流
れ
は
、
①
現
場
の

木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
倒
す
る
、
②

伐
倒
し
た
木
を
重
機
（
グ
ラ
ッ
プ
ル
）

の
ウ
ィ
ン
チ
で
作
業
道
ま
で
集
材
す

る
、
③
集
材
し
た
木
を
高
性
能
林
業
機

械
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
で
造
材
す
る
、
④

材
を
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
を

使
っ
て
作
業
道
経
由
で
山
土
場
ま
で
搬

出
す
る
と
い
う
よ
う
な
手
順
で
す
。
最

近
は
、
主
に
伐
倒
と
集
材
を
し
て
い
ま

す
。

　

実
際
に
現
場
を
や
っ
て
み
て
の
感
想

は
、
と
に
か
く
体
力
的
に
き
つ
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
以
前
は
、
運
送
会
社
で

荷
物
の
仕
分
け
を
し
て
い
て
、
少
し
は

体
力
に
自
信
が
あ
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
平
地
と
足
場
の
悪
い
山
の
斜
面
と

で
は
、全
く
話
が
違
い
ま
し
た
。
特
に
、

前
日
に
雨
が
降
っ
た
あ
と
の
土
質
が
柔

ら
か
い
急
斜
面
で
は
、
心
が
折
れ
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

　

ナ
ラ
枯
れ
予
防
の
た
め
の
活
動

は
、全
国
的
に
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
は

産
業
観
光
課
０
８
６
８-

７
９-

２
１
１
１
ま
で
ど
う
ぞ
。

時
は
、
何
十
年
も
前
に
作
業
道
の
入
っ

て
い
な
い
山
に
、
重
い
苗
を
担
い
で
１

本
１
本
植
え
た
方
々
の
姿
を
思
い
浮
か

べ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
重
機
の

音
が
ピ
タ
ッ
と
止
む
休
憩
時
間
は
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
る
ひ
と
と

き
で
す
。
や
は
り
山
で
頑
張
っ
た
後
に

食
べ
る
弁
当
は
格
別
で
す
し
、
そ
の
後

の
昼
寝
も
最
高
で
す
。
休
日
に
先
輩
と

釣
り
や
温
泉
に
行
っ
た
と
き
な
ど
は
、

西
粟
倉
に
来
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
し
み

じ
み
思
い
ま
す
。

　

何
十
年
も
続
け
て
や
っ
と
１
人
前
だ

と
言
わ
れ
る
林
業
の
世
界
で
の
修
行

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
毎

日
が
失
敗
の
連
続
で
す
が
、
今
で
き
る

こ
と
だ
け
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
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八
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

十
日
間
、
西
粟
倉
中
学
校
の
八
名
の
生

徒
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
に
参

加
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
授

業
に
参
加
す
る
な
ど
国
際
交
流
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
海
外
に
生
徒
達
は
期
待

と
不
安
、
そ
し
て
目
標
を
持
っ
て
臨
み

ま
し
た
。
研
修
中
の
様
子
を
、
生
徒
の

感
想
（
一
部
抜
粋
）
と
写
真
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
九
日
（
土
）
に
西

粟
倉
中
学
校
で
、
学
習
発
表
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
語
学
研
修
の
発
表
を

行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

井
上　

結
愛

井
上　

結
愛

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
前
は
、
自

分
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
き
ち
ん
と
で

き
る
か
ど
う
か
心
配
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
行
っ
て
み
る
と
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
子
が
、
優
し
く
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

英
語
は
苦
手
だ
け
ど
、
今
ま
で
習
っ

た
英
語
を
生
か
し
、
わ
か
ら
な
く
て
も

単
語
で
伝
え
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
お
昼
ご
飯
は
、
外
で
食
べ

る
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
と
仲

榎
原　

昂
汰

榎
原　

昂
汰

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
ま
で
、
す

ら
す
ら
会
話
で
き
る
レ
ベ
ル
の
英
会
話

を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。な
の
で
、

ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
る
の
か
と
て
も
不

安
で
し
た
。
会
話
が
で
き
ず
に
気
ま
ず

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
る
た

び
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

林　

央
華

林　

央
華

　

学
校
の
友
達
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

ー
で
、
休
憩
の
と
き
に
遠
く
か
ら
大
声

で
「
こ
っ
ち
！
こ
っ
ち
！
」
と
呼
ば
れ

た
り
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
た
く
さ
ん

の
人
が
写
っ
て
く
れ
ま
す
。
な
の
で
、

学
校
に
は
、
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
、

最
後
の
日
に
、
手
紙
を
く
れ
た
子
も
い

て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、
別
れ

る
の
が
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
最
初

は
う
ま
く
や
れ
る
の
か
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
上
手
に
英
語
が
話
せ
な
く
て

井
辺　

楓

井
辺　

楓

　

家
の
中
で
の
生
活
と
学
校
で
の
生
活

の
違
い
は
、
ま
ず
、
家
の
中
は
土
足
で

歩
い
て
大
丈
夫
な
こ
と
で
す
。
ま
た
家

の
中
や
外
に
出
る
と
き
の
服
は
、
冬
で

も
半
袖
、
短
パ
ン
の
子
が
多
く
、「
寒

く
な
い
の
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
生
活
で
は
、
次
の
授
業
が

始
ま
る
ま
で
、
外
で
待
っ
て
い
な
け
れ

ば
い
け
な
く
て
、
移
動
す
る
た
び
に
、

荷
物
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
大
変
で
し
た
。

　

今
回
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
と
の
文
化
の
違
い
や
生
活
ス

タ
イ
ル
の
違
い
を
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
そ
し
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

知
る
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
実
際

に
行
っ
て
み
る
と
、
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
友
達
も
学
校
に
始
め
て
行
っ

た
日
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
話
す
こ
と
が

で
き
な
い
僕
に
対
し
て
、
わ
か
る
よ
う

に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

知
ら
な
い
環
境
で
あ
ま
り
会
話
で
き

良
く
な
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

今
回
の
研
修

で
、
今
ま
で
に
な

い
体
験
が
で
き
て

す
ご
く
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

る
レ
ベ
ル
で
は
な

い
英
語
力
で
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
な
ど

に
つ
い
て
学
べ
た

こ
と
は
、
僕
に
と

っ
て
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。

も
、
自
分
の
知

っ
て
い
る
単
語

で
伝
え
る
こ

と
、
笑
顔
で
い

る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し

た
。
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横
山　

花
菜

横
山　

花
菜

　

研
修
に
行
く
前
は
す
ご
く
不
安
で
、

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
方
も
学
校
の
友
達
も
み
ん

な
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
か
け

て
く
れ
て
、
優
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
ぐ
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

家
に
い
る
と
き
は
家
族
と
す
ご
す
時

間
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
の
分
、
会

話
が
増
え
る
の
で
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て

い
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
笑
顔
で
返

し
て
く
れ
る
の
で
、「
次
も
ま
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
」
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
が
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
一
番
学

ん
だ
こ
と
は
「
積
極
性
」
で
す
。
行
く

ま
で
は
、
前
に
出
て
自
分
か
ら
挑
戦
し

て
み
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
行
っ
て
か
ら
は
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
自
分
か
ら
聞
い
た

石
井　

晶
子

石
井　

晶
子

　

学
校
で
初
め
て
会
っ
た
人
で
も
、
目

が
合
う
と
「
ニ
コ
ッ
」
と
笑
っ
て
あ
い

中
野　

桃
花

中
野　

桃
花

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
活
を
し
て
感

じ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
み
ん
な
優

し
い
で
す
。
困
っ
て
い
る
と
何
度
も
言

葉
を
繰
り
返
し
言
っ
て
く
れ
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
み
ん
な
面
白
く
て
何
で

も
挑
戦
し
て
い
る
人
ば
か
り
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
い
つ
で
も
私
が
笑
顔
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
、
楽
し
い
こ
と
や
面
白

春
名　

愛

春
名　

愛

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
「
笑

顔
で
積
極
的
に
何
か
に
挑
戦
し
た
ほ
う

が
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初

は
「
英
語
で
会
話
と
か
無
理
！
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
案
外
文
法
を
た
く

さ
ん
使
っ
て
話
す
よ
り
も
、
単
語
で
話

し
た
ほ
う
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
し

た
。

さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
、
気
軽
に
話
し

か
け
て
く
れ
る
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
困
っ
て
い
た
ら
必
ず
助
け
て
く
れ

て
、
い
つ
も
優
し
く
楽
し
い
人
た
ち
ば

か
り
で
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ

い
た
日
の
私
は
、
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
で
、
ち
ゃ
ん
と
過
ご
し
て
い
け
る
か

心
配
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
離

れ
る
こ
ろ
に
は
、
友
達
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
離
れ
る
の
が
さ
み
し
く
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
せ
た
の

　

ま
た
、
通
じ
な
か
っ
た
り
、
意
味
が

分
か
ら
な
く
て
会
話
が
途
切
れ
て
も
笑

顔
で
話
題
を
変
え
た
り
、「
大
丈
夫
だ

い
こ
と
を
や
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
食
べ
た
こ

と
が
な
い
も
の

や
、
乗
っ
た
こ

と
が
な
い
も
の

な
ど
に
何
で
も

挑
戦
し
て
い
ま

り
、
感
情
表
現

を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
少

し
積
極
的
に
な

れ
た
と
思
い
ま

す
。

は
、
十
日
間
と
い

う
短
い
間
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
学

ん
だ
こ
と
や
聞
い

た
こ
と
、
見
た
こ

と
、
思
っ
た
こ
と

は
一
生
の
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。

よ
」
と
励
ま
し
て

く
れ
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
忘
れ

ず
、
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

出
発
前
ま
で
生
徒
た
ち
は
、
不
安
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
物
怖

じ
せ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
と
り
、
す
ぐ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た

８
日
間
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
短

い
期
間
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
文
化
・
生
活
習
慣
の
違
い
を

と
お
し
て
、
日
本
の
良
さ
や
、
西
粟
倉

の
良
さ
を
感
じ
る
事
も
で
き
た
で
し
ょ

う
。
今
回
の
経
験
が
、
少
し
で
も
生
徒

た
ち
の
将
来
に
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

　

こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
に

行
っ
て
世
界
が
よ
り
大
き
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
何
で
も
挑
戦
し
て
い
ろ
い
ろ
な

人
を
笑
顔
に
し
て
優
し
い
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
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９月１１日（日）青空のもと、幼・小・中
合同運動会が開催されました。
　３歳児のかけっこや、４、５歳児のリ
レー、踊り、年長児の演技を元気いっぱ
いがんばりました。

　また、中学生、小学生のお兄さんお姉さん
が優しく声をかけてくれて、色別アピールや
玉入れを一緒に行うことができました。
皆さんの応援、ありがとうございました！！

入場行進入場行進

親子踊り親子踊り
　『シェア　ハピ !!』　『シェア　ハピ !!』

ぞうぐみ Flowerぞうぐみ Flower
～ 17 人のキズナ～～ 17人のキズナ～

園児踊り園児踊り
バリ★バリ　Buddyバリ★バリ　Buddy

うさぎぐみ　★かけっこ★うさぎぐみ　★かけっこ★
くま・ぞうぐみ　★リレー★くま・ぞうぐみ　★リレー★
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　９月１１日（日）に村民グラウンド
で幼・小・中合同運動会が行われまし
た。
　今年度は練習時間が大変短かったで
すが、子どもたちは運動会を成功させ
ようと頑張って練習し、当日は最高の
パフォーマンスを披露し、地域の方々
や保護者の皆様に笑顔と感動を送るこ
とができました。

　バトンパスのときにもらう人と
いきを合わしたのでとてもいいバ
トンパスができました。色べつア
ピールのおどりを中学生に教えて
もらったので上手にできました。

【３年生】

　ぼくは、組体操を１番がんば
りました。
　何をがんばったかというとダ
ンスです。手を上にあげたり、
動きを大きくしたりしました。
　次にピラミッドをがんばりま
した。となりの人のかたとかた
をくっつけるのがむずかしかっ
たです。

　　　　　　　【５年生】

　この運動会で１番達成感があっ
たのは、表現です。なぜなら、練
習ではなかなか高い点数までいけ
なかったことが多かったので不安
な気持ちだったけど、みんなで協
力して一つ一つの技を完成させる
という気持ちをもって成功できた
のでとても良かったです。
　小学校最後の運動会で４，５年
生が気合いを入れておどってくれ
てうれしかったです。最後の組体
そうがいい思い出にできて良かっ
たです。　

　　　　　　【６年生】

　つな引きでおもいっきり引っぱった
らどんどんずりずりきたから、とって
も楽しかった。

　　　　　【４年生】

　ぼくはリレーでいっしょう
けんめいがんばって「はい」
っていえました。おどりで「い
ってらっしゃい」をおおきな
こえでいいました。

【１年生】

あたたかいご声援あたたかいご声援
　ありがとうございました。　ありがとうございました。

　バトンをもらうときにじょ
うずにとれたのでたのしかっ
たです。アンカーでみんなに
ほめてもらえたからうれしか
ったです。

【２年生】
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　生徒達はスローガンを胸に、夏休みから運動会に向けて全力で競技に取り組
むことができました。納得いくまで何度も練習をし、本番は気持ちを一つにし
て、「ソーランソーラン」「どっこいしょ !!」と少人数とは思えない力強い踊り
と掛け声を響かせました !!!

中学生は、幼稚園児・小学生のリーダーとして下の子
を思いやり、時には優しく手をひくなど、各自役割を
もって取り組み、大きく成長しました。運動会後、中
学生リーダーを中心に肩を組んで互いに頑張ったこと
をたたえ合う素晴らしい場面もあり、子どもたちの顔
はみな、達成感に満ちあふれていました。
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一般書  　
・『鋼のメンタル』　　　　　　　　　百田尚樹／著
・『掟上今日子の家計簿』　　　　　　西尾維新／著
児 童 書
・『１０ねこ』　　　　　　　　　　　岩合光昭／著　
・『いたずらぎつね』中川李枝子／作　山脇百合子／絵
・『グリム童話集上・下』　　ヤーコプ・グリム／著　

　秋の読書週間にあわせ、大人限定
イベントをおこないます！
　この期間中に図書館で本を借りる
と図書カードが抽選で８名様に当た
ります！ 

『シルバー川柳６』
　　　公益社団法人全国有料老人ホーム協会／監修
　シニア世代を中心とした、まさに人生の
達人たちによる川柳傑作選。政治も経済も
暗い話の多いニッポン、お達者パワー全開
の、笑えてしみじみ、そして家族で仲間で
楽しめる 1冊です。
･･･「断捨離で うっかり夫 捨てそうに」  

　こども図書館は、子どもの本だけでなく、一般
書も約 1万 4千冊あります。ベストセラー本か
ら雑誌、実用書なども取りそろえております。ぜ
ひ図書館にお立ち寄り下さい！

参加・応募期間：10月 27 日（木）～ 11月 9日（水）
抽選結果掲示期間：
　　　　　11月 11 日（金）～ 11月 25 日（金）
対象：図書館を利用してくれる 18歳以上の方
　　　なら誰でも可能
　　詳しくは図書館もしくは教育委員会にお問い
　合わせください。

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

平成２５年度生まれの平成２５年度生まれの
元気いっぱいの元気いっぱいの
１４名の子どもたちです !!１４名の子どもたちです !!

運動会に運動会に 格好良く元気に格好良く元気に
　『は～い !!」　『は～い !!」

お母さんとお母さんと

一緒に一緒に
「１．２．１．

２･･･」
「１．２．１．

２･･･」

たのし～いね
!!

たのし～いね
!!
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あわくら大学１０月講座
「薬膳酒講座」

日　時：１０月２１日（金）　午前１０時～
会　場：大ホール
参加費：５００円（材料代）
持参品：２００ml ビン（大きくても良い）
講　師：道前理緒（塩谷）酒うらら店主
講座名：「酒は百薬の長！自分でつくる薬膳酒」

９月講座９月講座「運動講座」「運動講座」

　９月１６日（金）あわくら会館大ホール
で、スポーツの秋ということで運動講座を
行いました。
　智頭町在住の国士舘大学名誉教授の福井
利勝先生に講演いただき、簡単にできる運
動から、動きの激しい運動まで様々な運動
を行いました。
　その中でも、頭と体を同時に使う運動で

～スポーツの秋　みんなで運動を楽しもう～

　子どもから高齢者まで誰でも歩けるコースです。
健脚コース ( ８km程度 )、ファミリーコース
（４km程度）などの散歩道を設定しています。
　コースについては、現在未定です。来月号の広報
誌でお知らせします。
　秋の西粟倉を眺めながらウォーキングを楽しみま
しょう。

足の筋力の弱まり

※参加申込先
　西粟倉村役場保健福祉課
　電話　２７９－７１００

昨年の様子

ゴール後は
あったか～い豚汁！

１１月２０日（日）西粟倉の秋をみんなで歩こう！
おし
らせ

昨年昨年昨年昨年昨年昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨 の様の様の様の様のの様の様ののの様の様の様の様の様の様の様の様の様の様様子子子子子子子子子子子子子子子子子
日　時：１１月２０日（日） 午前８：３０～日　時：１１月２０日（日） 午前８：３０～
参加費：１００円 　 締切：１１月１１日（金）参加費：１００円 　 締切：１１月１１日（金）

は、足と手の動きのリズムをずらす運動を行いまし
た。最初は上手く出来ず、皆さん手と足が同じリズム
になってしまいましたが、練習を繰り返しすることで、
上手に出来るようになりました。
　また、先生の話も面白く、皆さん笑顔で運動が出来
ました。
　今回の講座の中で自分に合った運動を見つけて、ご
自宅でもやってみて下さい。

飛んだり跳ねたり、飛んだり跳ねたり、
いい汗かきました。いい汗かきました。
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　岡山弁護士会では、弁護士事務所がない岡山県
内の 15町村において、岡山弁護士会の弁護士に
よる一斉無料相談会を開催致します。西粟倉村に
おいても下記の内容で実施いたしますので、法律
に関してお悩みの方は是非ご利用ください。

○日　時：平成 28年 11月 16 日（水）
　　　　　午後 1時 00分～午後 6時 00分
　　　　　　　　　　　　（受付 5時 30分まで）
○場　所：いきいきふれあいセンター　会議室
○担当者：岡山弁護士会所属の弁護士
○相談内容：法律問題全般
○相談時間：30分以内
○相談料：無料
○予　約：不要
（但し、相談者が多数の場合はお待たせすること
がありますので、ご了承願います。）
○問合せ先：岡山弁護士会　Tel 086-223-4401
　　　　　　〒 700-0807
　　　　　　岡山市北区南方一丁目 8番２９号

第 47回ジュニアオリンピック
　　　　　　　　　陸上競技大会
　　石井晶子さんが出場！

　10 月 28 日から神奈川県で開催される「第
47回ジュニアオリンピック陸上競技大会」に、
岡山県の代表として、西粟倉中学校 2年石井
晶子さん（13）が出場します。
　出場する種目は中学 2年生の走り幅跳び女
子の部です。この大会は、種目別に決められた
標準記録を超えた人が出ることができる大会で
す。
　大会前の 9月 21日に役場を訪れ、青木村長、
関教育長からの激励のお言葉をいただきまし
た。 みんなで応援しています！

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

　西粟倉幼稚園では、ふるさとの自然や人に学び豊かな体験をたくさん積もうと取り組んでいます。春から
取り組んでいた田んぼのたからものでは、田植え体験から、田んぼの生き物探し、そして夏休み明けには、
稲刈り体験を行いました。農家の方に協力していただき、ひとりひとり鎌を使って刈る体験を行いました。
　9月１５日は、若杉天然林手前の沢を歩く体験を行いました。子どもたちには、目、耳、鼻、そして手・
足を使い、心で感じる感覚を体験しようと話し、足場の悪い川の中を歩いたり、森の中を歩く体験をしたこ
とで子どもたちはたくさんの感じる力を養い、生きる力の基礎を培っていくのだと感じました。
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おしえて ね んきん
　予約制による年金相談を実施しています。ぜひご利用ください。
【予約相談の時間帯】
　○平日（火～金曜日、ただし時間延長日を除く）
　　　午前　8：30～ 11：30　　午後　3：00～ 5：00
　○第２土曜日
　　　午前　9：30～ 11：30　　午後　2：00～ 4：00
　※予約状況により、ご希望の日時でお受けできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
【予約相談の申し込み方法】
　相談希望日の１か月前から前々日までに、次の方法による申し込みをお願いします。また、予約の際
に、「基礎年金番号」「相談者氏名」「電話番号」「相談内容」等について、聞き取りをします。
　○来所時に次回の予約をしていただく場合、その旨、職員にお声かけ下さい。
　○電話で予約する場合の連絡先　0868-31-2365（お客様相談室）
　　　受付時間　平日　午前 8：30～午後 5：00　（12月 29日～ 1月 3日、祝祭日を除く）
【来所の際にお持ちいただくもの】
　○年金証書、振込通知書、年金手帳等の本人を確認できるもの２点以上または顔写真付きの身分証明
　　書（運転免許書等）
　○本人以外の方が相談される場合は、本人からの委任状とお見えになる方の顔写真付きの身分証明書
　　（運転免許書等）

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL：0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

　税関では、終戦後外地から引き揚げてきた方々が、税関などに預けられた通貨（紙幣）や証券などを　税関では、終戦後外地から引き揚げてきた方々が、税関などに預けられた通貨（紙幣）や証券などを
お返ししています。税関でお返ししている保管物件は次のとおりです。お返ししています。税関でお返ししている保管物件は次のとおりです。
○外地からの引揚者が、上陸地（引揚港）の税関、海運局に預けた通貨（紙幣）、証券類など。○外地からの引揚者が、上陸地（引揚港）の税関、海運局に預けた通貨（紙幣）、証券類など。
○帰国前に外地の集結地において在外公館や日本人自治会などに預けた通貨（紙幣）、証券類のうち、○帰国前に外地の集結地において在外公館や日本人自治会などに預けた通貨（紙幣）、証券類のうち、
　その後日本に送還されたもの。　その後日本に送還されたもの。
　※通貨・証券類：旧日本銀行券、郵便貯金簿、預金証書、生命保険証書など　※通貨・証券類：旧日本銀行券、郵便貯金簿、預金証書、生命保険証書など

神戸税関　宇野税関支署
〒 706-0011　玉野市宇野１丁目８番１号
電話：０８６３－３１－５３７５

のであることが確認できれば、お返しできる場合のであることが確認できれば、お返しできる場合
があります。があります。
　お心あたりの方は、税関までお気軽にお問い合　お心あたりの方は、税関までお気軽にお問い合
わせください。わせください。

　返還の申し出・お問い合わせは、ご本人ばかりでなく、ご家族の方でも結構です。また、返還の請求　返還の申し出・お問い合わせは、ご本人ばかりでなく、ご家族の方でも結構です。また、返還の請求
には、お預かりした際の「保管証」か「預り証」が必要ですが、それらの書類がなくても、ご本人のもには、お預かりした際の「保管証」か「預り証」が必要ですが、それらの書類がなくても、ご本人のも
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■『里親』とは、さまざまな事情により家族と一緒に生活することができ
ない子どもを家庭に迎えて育ててくださる方のことです。
■『里親制度』とは児童福祉法に基づき、公的な役割として子どもの健や
かな　育ちを支援する制度です。児童養護施設などと同じように、子ども
に安定した子ども時代を提供する重要な役割を担っています。
■温かい家庭の味を知らず、里親さんとの暮らしを心待ちにしている子ど
もがいます。子どもが好きな方、子育てが一段落ついた方、子育て経験を
生かしたい方など、里親制度に興味をお持ちの方は、お気軽にお問い合わ
せください。

【お問い合わせ先】
　〒７０８－０００４
　岡山県津山市山北２８８－１
　岡山県津山児童相談所　子ども支援課
　TEL：０８６８－２３－５１３１
　FAX：０８６８－２３－５１３２

　今年は、全国的にツキノワグマの出没が増加しており、岡山県でも昨年同時期に比べ倍近い件数が報告さ
れているほか、これまで出没情報のなかった地域でも確認されています。
　これから年末にかけては、クマが冬眠に備えてエサ探しのために人里に現れることも考えられますので、
人身被害を防ぐために次のことに気をつけてください。
　・山に入るときは、鈴を鳴らすなど音を出して人の存在を知らせましょう。
　・早朝、夕方は、盛んに行動するので特に注意しましょう。
また、家の近くにクマを引き寄せないために、次のことに注意してください。
　・家の周りに残飯を捨てないでください。
　・柿や栗の実は、早めに収穫し、放置しないでください。幹にトタンを巻くのも有効です。
　・屋根裏や墓などにできたミツバチの巣は、なるべく早く除去しましょう。
　・畑や民家、通学路の周辺のやぶを刈り払い、見通しをよくしましょう。
クマを見かけたら、西粟倉村役場（電話０８６８－７９－２１１１）、
　　　　　　　　　美作県民局勝英地域事務所（電話０８６８－７３－４０５８）まで、御連絡ください。

。

○募集訓練科名及び定員等
　・１年訓練（平成２９年４月～平成３０年３月）
　　　電気設備科：２０人　　木造建築科：１０人　　木工科：２０人
　・６月訓練（平成２９年４月～平成２９年９月）
　　　エクステリア科：１０人　　OA事務科：２０人　　ケアサービス科：２０人
○募集期間　平成２８年１１月７日（月）～平成２９年１月６日（金）
○試  験  日　平成２９年１月２１日（土）、２２日（日）
○受  講  料　無料（教材費などは別途必要）
○申込方法　訓練科によって募集対象者及び申込み方法が異なりますので、
　　　　　　北部高等技術専門校へお問合せ下さい
○問合せ先　岡山県立北部高等技術専門校
　　　　　　　津山市川崎９５３
　　　　　　　電話　（0868）26-1125
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　　整骨院・接骨院で施術を受けた場合、国民健康保険が使える場合と、使えない場合があります。
　健康保険は、治療を目的としたものであり、下記のように国民健康保険の対象にならない場合もあります
　ので、負傷の原因は正確にきちんと伝えましょう。
　■保険が使える場合
　外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む）
　（例）日常生活やスポーツ中に転んで膝を打ったり、足首をひねったりして、急に痛みがでたとき。ただし、
　　　骨折、脱臼には医師の同意書が必要です（応急処置を除く）。

　■保険が使えない場合
　・単なる肩こりや筋肉疲労　　　　　　　　　　　　・スポーツなどの肉体疲労からの回復目的
　・神経痛、リウマチ、ヘルニアなど慢性的な病気　　・労災保険が適用となる仕事中のケガ
　・脳疾患の後遺症などの慢性病
　※「保険が使えない場合」の施術は保険の対象とはなりません。
　【ご注意ください】
　　保険が使えない場合、「国民健康保険が使える」と説明を受け、整骨院・接骨院を受診されても、その
　治療費は、全額自己負担する必要があります。
　　その場合、後日、整骨院・接骨院から請求されるか、もしくは保険者である西粟倉村から請求させてい
　ただく場合があります。
　【柔道整復師にかかるときは・・・】
　○負傷原因を正確に伝えましょう。
　　外傷性の負傷でない場合や、負傷原因が労働災害に該当する場合は、国民健康保険は使えません。また、
　交通事故の場合は、保険者である西粟倉村へ必ず連絡してください。
　○療養費支給申請書の負傷原因、負傷名、日数、金額をよく確認し、自分で署名しましょう。療養費支給
　申請書は、負傷名や日数などを確認し、署名か押印をしてください。　
　○病院での治療との重複はできません。
　　保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中は、施術を受けても保険等の対象になりませ
　ん。施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けましょう。
　○領収書は必ずもらいましょう。
　　領収書の無料発行が義務付けられています。領収書は「医療費控除」を受ける際にも必要になりますの
　で、大切に保管してください。

　　交通事故や犬に咬まれてケガをした場合や、飲食店での食事が原因で食中毒を起こした場合など、自分
　以外の第三者の行為が原因のケガや病気の治療費は、加害者が負担するべきものです。これらの場合にも、
　国保を使って医療機関を受診することができます。国保を使って治療した場合は、必ず「第三者行為によ
　る傷病届」を提出していただくようになります。この傷病届は、後日、国保がご本人に代わって加害者や
　加害者側の損害保険会社などに､ 国保が立て替えている治療費を請求するために必要な届出です。

　※皆さんやご家族の方が病気やケガのため、被保険者証で診療や施術を受けた場合に、保険者である西粟
　　倉村から医療機関等に支払われる医療費は、皆さんが毎月納めている保険税等によってまかなわれてい
　　ます。病院や整骨院・接骨院は、正しくかかりましょう。
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　■国保を使って治療をした場合　■国保を使って治療をした場合
　　①　第三者行為によるケガや病気ではないのか　　①　第三者行為によるケガや病気ではないのか
　　②　仕事中や通勤途中のケガではないのか　　②　仕事中や通勤途中のケガではないのか
　　などを判断するため、ケガや病気の原因を文書でお尋ねさせていただくことがあります。　　などを判断するため、ケガや病気の原因を文書でお尋ねさせていただくことがあります。
　　大変お手数ですが、お尋ねがあった時は必ずご回答ください。

　　※示談する場合は、事前にご相談ください。相手方に請求できなくなる場合があります。
連絡先：保健福祉課　国保係　TEL 279-7100

（いきいきふれあいセンター内）

　障がい者と障がい者を支える様々な関係者が協働し「誰もが暮らしやすい地域」を目指している「元
気になろうやフェスタ」を開催します。
　地域の多くの方に、主体的に取り組む障がい者の姿を見ていただき、障がい者に対する理解を深める
とともに地域につながりを広げていきたいと思います。参加希望の方は、美作保健所勝英支所保健対策
班までお申し込みください。当日の参加もお待ちしています。
○日時：11月 19日（土）午前 10時から（受付 9時 30分）～午後 3時
○場所：作東バレンタインプラザ（美作市江見 944）
○内容　・講演「折れない心を育てる」
　　　　　　講師　川崎医療福祉大学　医療福祉部　臨床心理学科　教授　谷原弘之先生
　　　　・体験発表　障がい者が自らの体験を伝えます
　　　　・バザー、障がい者事業所等の展示販売、喫茶コーナー、演芸大会、お楽しみ抽選会
○申し込み締切：11月４日（金）
○主催：勝英地域自立支援協議会元気になろうや部会（元気になろうや実行委員会）
○共催：NPO法人市民活動センターみんなでしょうえい
○申込・問い合わせ先：美作保健所勝英支所　保健対策班（☎ 0868-73-4054）
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接種期間：平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日
接種場所：① 西粟倉村診療所 （※予約が必要です。午後の時間帯にお電話ください。）℡ 279-2220
　　　　　　※かかりつけ医のある方は、まず、かかりつけ医にご相談ください。

　　　　　② 県内の医療機関 （※予約が必要です。）
　　　　　③ 県外の医療機関　　鳥取県：鳥取市立病院、智頭病院
　　　　　（※予約が必要です。）　兵庫県：佐用中央病院、佐用共立病院、織田医院、岡本医院（佐用町）
　　　　　　　　　　　　　　　　はりま病院、吉川病院（三木市）、酒井医院（姫路市）
　　　　　　上記以外の医療機関をご希望の場合は、接種する１週間前に、必ず役場保健福祉課までご連絡ください。
持  参  物：保険証など年齢が確認できるもの（助成券が送付されている方は必ず一緒にお持ちください。）
料        金：下記のとおり〈各年齢や世帯に応じて、助成の有無や、助成額が異なっています。〉
　　　　　※中学３年生以下の方で、西粟倉村診療所以外の医療機関で接種された場合は、領収書・接種証明書・
　　　　　印鑑・受け取り口座の通帳をお持ちのうえ、保健福祉課までお越しください。

年齢別 中学３年生以下 高校１年生 ～ ６４歳

６５歳以上
６０～６４歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機
能障害、またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能に日常生活が極度に制限される
障害を有する方。

回数 １２歳までは２回接種。１３歳からは１回のみ。 （基本的に）１回のみ （基本的に）１回のみ

世帯別 生活保護・
非課税世帯の方 課税世帯の方 生活保護・

非課税世帯の方 課税世帯の方
生活保護・

非課税世帯の方 課税世帯の方

０円 1, ５００円 3, ０００円                    ０円     1, ５００円

医療機関により異なる

助成額　
（１回あたり）
 ０～１２歳
　　 　　2, ０００円
 １３～１５歳
　　　 　3, ０００円

医療機関により異なる

助成額
（１回あたり）
 ０～１２歳
　　 　　５００円
 １３～１５歳
　　 　1, ５００円 

医療機関により異なる                  ０円     1, ５００円

今年度の診療所での集団予防接種の予定は
10月 31 日、11 月 16 日、29 日、12 月 9日です。

上記、予定日に接種が困難な方は、個別接種もできますので診療所までご相談ください。
ご不明な点などございましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

西粟倉村保健福祉課　℡ 0868-79-7100（村内無料 279-7100）
西粟倉村診療所　　　℡ 0868-79-2220（村内無料 279-2220）

【
自
己
負
担
額
】
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村
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で
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【
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】
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外
で
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　村民の皆さん、こんにちは！地域おこし協力隊の三宅です。
今回も前回に引き続き、借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約についてお伝えします。

　前回、この契約形態のメリットをお伝えしましたが、更に空家所有者にとっては既に施行されている
空家対策特別措置法の対象にならないというメリットもあります。

　特定空家等に指定されてしまうと、固定資産税の優遇措置がなくなることや、様々な修繕費用、命令
に従わなかった時の過料や強制撤去の際の費用負担など多大な負担が発生します。
空き家を借主負担ＤＩＹ型賃貸物件として対策することにより、この特別措置法の対象とされることを
避け、所有者自身ではなく借主に修繕改修費用を負担してもらうことにより、貸し出し時の費用負担を
軽くすることが可能となります。

　また、近年住宅のＤＩＹへの関心は高まってきており、今後ニーズも増えると予想されます。ある住
宅情報会社の賃貸住宅居住者を対象に行った調査によると、借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約を利用してみ
たいと回答した数は５割弱と報告されています。

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
TEL：0868-79-2111

貸したい
借りたい

　貸主借主双方にメリットがあり、利用してみたいとの回答も多い ｢借
主負担ＤＩＹ型賃貸借契約｣。全国的な空家問題の解決への心強いツー
ルとなるのでしょうか？

　次回もこの借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約についてお伝えします！

●あわくら温泉●あわくら温泉

10 月の定休日につきましては、
あわくら旬の里（0868-79-2882）
までお問い合わせください。

毎日夜 9時まで営業しています。
10月の定休日のお知らせ

※詳しくは
旬の里：0868-79-2882
黄金泉：0868-79-2334
　　　までお問い合わせください。

　毎月第２火曜日が定休日です。
　定休日は 10月 11日（火）です。

●お得なスタンプカード始まりました。
　　広報紙折込みのご案内文に、スタンプを１個押したカード
　を添付しています。村民の皆様お誘いあわせの上ご利用くだ
　さいますよう、スタッフ一同心よりお待ちしております。
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ひとり　ひとりのやさしさが　あなたの住む村を　もっとやさしくしてくれます。
　　赤い羽根の共同募金活動は、皆さんのやさしい気持ちを集める活動です。あなたのやさしさ・声掛け・
行動が村を変えていくはじめの一歩となります。今年も、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

日　時：１１月１０日（木）
　　　　　　　　　　９時～１５時
場　所：あわくら会館　大ホール
参加費：６００円（弁当・賞品代含む）

　８月２９日（月）に谷口コンベンションホールで平成２８年
度村老連杯ゲートボール大会が開催されました。今年も老人ク
ラブの役員で１チームを作って５チームで試合を行いました。
皆さん日頃から練習をされているので、次々にゲートを通過さ
せておられました。老連チームもゲートボール協会の方にルー
ルを教えてもらいながら楽しんで試合を行いました。

　毎月各地区公民館で地区サロン活動が活発に行われています。
皆さん工夫されておられ最近では、いろいろな各分野の先生に

今年もグループでの参加とします。
１チーム　４人まで
締め切り
　１０月２１日（金）まで
仲良しグループでの申し込み大歓迎！
皆さんの参加をお待ちしています。

　【成　績】
優　勝　　大　茅　チーム
準優勝　　影　石　チーム
第３位　　中土居　チーム

　ゲートボールは、健康の保持増進、相互のふれあいと交流が
できるスポーツです。誰でもできますので興味のある方は
ゲートボール協会までお問い合わせください。

《お問い合わせ》
ゲートボール協会　会　長　上山　完治

昨年の
　大会の様子
大勢の方の
参加がありました！

　日頃は、社会福祉事業の推進につきまして格別なご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。社会
福祉協議会は、村民の皆様に支えられた民間の福祉団体です。『誰もがいつまでも安心して幸せに暮らす
ことができる村づくり』を目指し地域の福祉事業に取り組んでいます。
　これら福祉事業の財源は、皆様からの会費や寄付金・村助成金・介護保険事業等により成り立っており、
中でも会費は大切な自主財源となっております。より充実した福祉事業の推進と複雑多様化する福祉ニーズ
への的確な対応を図る為に皆様の福祉に対するご理解とご支援が大変重要となっております。皆様に頼られ
る社会福祉協議会となるよう職員一同頑張って参ります。本会の取り組む社会福祉事業への温かいご理解と
ご支援をお願い申し上げます。

来ていただいて熱心に勉強をされています。無料講座を受けることができるのでお問い合わせください。

（大茅地区）
　７月１７日（日）認知症講座を行
いました。福祉ふぁみりー株式会社　
心（こころ）介護研修センターの岡
大輔先生にお越しいただき、心の理
解、地域での関わり方など詳しく教
えていただきました。その中で、「人
とのつながり」が一番大切なので
これからも地区での
集まりを充分に行って
くださいと話を
されました。

（中土居地区）
　９月６日（火）お薬の講習会を行い
ました。岡山県薬剤師会主催でありも
と薬局　大原病院前店　薬剤師　有元
利之先生にお越しいただきました。「薬
の正しい飲み方と飲み合わせ」につい
てお話ししていただきました。「飲み
忘れた時にどうしたらいいのか」や「お
薬手帳の重要性」など日頃気になるこ
とが聞けて皆さん、
満足しておられ
ました。

（引谷地区）
　９月１２日 ( 火 ) 家庭介護
教室を行いました。岡山県介
護福祉士会の方にお越しいた
だきました。
「おしめの選び方」や「水分
の上手な取り方」などの話を
していただきました。ちょっ
とした “こつ ”
で介護が楽に
なることが
分かりました。
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　    　　　　　　　　　　平成 2８年 9月１日現在

　　　  の動き　　　

●人口　  １，４９５人（－２）

　　男　　　６８３人（±０）

　　女　　　８１２人（－２）

（８月中の異動：死亡４人、転入１１人、転出９人）

●世帯　　　５９６戸（＋２）

人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　(Ｈ 28.8.27 ～Ｈ 28.9.21 まで )

●お悔やみ申し上げます
別　府　道上　弘子　様　次男　讓様　香典返し
引　谷　小椋　康博　様　母　貞子様　香典返し

●お大事にしてください
中土居　白岩　さゆり　様　　本人　　退院内祝

善

●お誕生おめでとう
・渡部　智香　ちゃん　８月２７日生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　（別　府）
　　　　　　　　　　　　お父さん　徳真さん
　　　　　　　　　　　　お母さん　和美さん

( Ｈ 28.8.23 ～ H28.9.23 まで )

発注課 建設課 建設課 建設課 建設課 建設課

事業名
平成28年度
　林道専用道
　　佐渕大成線開設工事

平成28年度
農業集落排水事業
西粟倉村汚水処理施設更新工事

平成 28年度
　　村道法面点検
　　　　　　業務委託

平成28年度
　　村道橋梁点検
　　　　　　業務委託

平成28年度
　　村道舗装点検
　　　　　　業務委託

施工場所 長尾地内 筏津地内 西粟倉村地内 西粟倉村地内 西粟倉村地内

落札業者名 ( 有 ) 森下建測 田中機電工業（株） ファナテック（株） ( 株 ) 大成測量 ( 株 ) 大成測量

契約金額（税込） １４，９０４，０００円 ３４，７７６，０００円 １，７２８，０００円 ２，９１６，０００円 ２，１６０，０００円

　　札情報　（平成28年９月 15日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。
入



発行　〒 707-0503　岡山県英田郡西粟倉村影石 2

　　　西粟倉村役場　総務企画課

　　　TEL　0868-79-2111　FAX　0868-79-2125

　　　印刷　( 資）谷本弘輝堂

平成 28年 10月号

No.641

古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

黄金泉・元湯 有効期限
平成 28年 12 月 31 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 28年 12 月 31 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 28年 12 月 31 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 28年 12 月 31 日

黄金泉・元湯 有効期限
平成 28年 12 月 31 日

詳しくは、岡山労働局　賃金室　TEL 086-225-2014 へ。


